
0

統合レポート説明会
2022年12月12日
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本日の説明会の狙い

企業価値

資本コスト 成長率

創出価値

 統合レポート2022の解説を通じて当社経営のポイントをご理解頂くと共に、

市場に共通する様々な課題についてステークホルダーの皆様と対話を行うこと

 外部環境の変化への対応状況と課題認識についてエンゲージメントを行うこと

 上記を通じた更なる企業価値の向上を実現すること
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主なポイント（編集方針）

特に「戦略的焦点と将来志向」、「ステークホルダーとの関係性」や「結合性」に力点を置いて作成

統合レポート2022の編集方針と構成

p.8

不透明な経営環境に対する当社の自己変革力、総合力（対応力）を解説

ステークホルダーの皆様との重要な「対話ツール」としての統合レポート制作

■ IR サイト

■ サステナビリティサイト

■ ESGレポート

[重視する点]

• 情報の網羅性と即時性

非
常
に
高
い

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
と
っ
て
の
重
要
度

経営にとっての重要度 非常に高い高い

当
社
ビ
ジ
ネ
ス
と
マ
テ
リ
ア
リ
テ
ィ
の
関
連
性

例：マングローブ植林プロジェクト

例：救急医療

データプラット

フォーム

例：蓄電池関連事業

当社は、主に当社ビジネスとマテリアリティの関連性を基準として、投資判断

の視点により統合レポートに掲載するESG 関連情報を選定しています。

統合レポートに掲載

A.当社ビジネスとマテリアリティの関連性が高く、

当社の関与度も高い事業活動

B.当社ビジネスとマテリアリティの関連性が高いものの、

当社の関与度が限定的な事業活動

サステナビリティサイト、ESGレポートに掲載

C. 当社ビジネスとマテリアリティの関連性が低い事業活動

B

C

A

当社の事業活動に対する関与度（出資比率等）

■ 統合レポート（本冊子）

[重視する点]

• ビジネスモデル及び戦略の持続性と変革

• ステークホルダーとの関係性

• ストーリー全体の結合性
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統合レポート2022の編集方針と構成

情報体系（構成）

企業価値の向上

資本コストの低減 成長率の向上

創出価値の拡大

持続的な価値創造の原動力
（資本の総和）

持続的な成長を支える取組み・体制 中長期的な価値創造への布石

短期目標の達成

「何れか」ではなく「何れも」重視する当社の経営姿勢を踏まえ、すべての施策が企業価値向上の
ために取組まれていることを、企業価値算定式（投資判断の視点）を用いた情報体系で整理

三方よし、強み、非財務資本、
財務・資本戦略 他

気候変動・人権等、
人材戦略、ガバナンス 他

決算実績・計画、
過去の中期経営計画レビュー 他

ビジネスモデル変革の事例 他

p.10
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統合レポート2022のポイント

統合レポート2021からの変化点を把握したい

継続読者のニーズに応え

「統合レポート2022のポイント」を新設

ステークホルダーの皆様からの関心が高い点を中心に、

「特に読んで頂きたいポイント」を明記

「特に読んで頂きたいポイント」の背景にある

2021年度に起きた外部環境の変化への認識を記載

p.9
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マネジメントメッセージの構成

マーケットインの発想、
三方よし、株主還元姿勢 他

会長CEOが経営方針の全体感を語り、

各オフィサーがそれぞれの担当領域を

詳細に説明

当社の「総合力」 サステナビリティ

財務・資本戦略 投資方針・DX

担当領域を専門的な視点から説明

することで各オフィサーの責任範囲を

より明確化

現場、SDGsビジネス、
総合商社の「総合力」 他

財務KPI、対話・情報開示、
株主還元方針、格付 他

4つの教訓、DX、
事業等のリスクへの対応 他

働き方改革、サステナビリティ、
人材戦略 他
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マネジメントメッセージの構成

2022年度見通しの
上方修正＆追加株主還元

p.14

p.38

CEOメッセージで当社の株主還元姿勢を示し、
CFOインタビューで専門的な視点から
株主還元の具体的な考え方を解説

統合レポートの説明に沿う形で、
2022年10月4日に
追加株主還元を公表

マネジメントメッセージに注力すべき経営方針や施策を凝縮
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ＣＥＯメッセージのキーワード

p.12

 「マーケットイン」の発想で業態変革を推進

 「三方よし」に資する持続性を伴うビジネス

 「労働生産性の向上」を担保する人材戦略

 歴史に学ぶ教訓を繰り返し共有

 対話を踏まえた株主還元姿勢

 資源価格の平常化後を見据えた「備え」

統合レポート全体の「目次」的な役割
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ＣＯＯメッセージのキーワード

p.18

 全社を俯瞰する上で礎となる重要な1年

 率先して現場に赴く

 総合商社の形を維持する理由

就任1年目の振返り・2年目の抱負

総合商社の「総合力」

脱炭素に関する考え方

 脱炭素ビジネスへの取組方針

 GHG排出量そのものの削減と

排出量削減に貢献するビジネスの推進
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p.36

ＣＦＯインタビューのキーワード

 成長戦略の礎となる財務・資本基盤の拡充

について

 「対話」を踏まえて決定した「新配当方針」

企業価値の
持続的向上

課題

対話 経営施策に反映

株主資本

の拡充

株主還元後

実質FCF＞0
NET DER

株主還元

有利子負債
コントロール

成長投資

3つのバランスを意識し高ROEを実現 対話と企業価値向上のポジティブサイクル

3つのバランスを伴う財務・資本戦略の堅持

 利上げに備えた格付の向上
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 投資失敗事例から得た4つの教訓

 ビジネス現場におけるDX推進

 事業等のリスクへの対応

不透明な経営環境における機会とリスクの見極め

4つの教訓
①投資の高値掴み ②取込利益狙いの投資
③パートナーとの関係性 ④ハンズオン不足

ＣＳＯインタビューのキーワード

p.56
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ＣＡＯインタビューのキーワード

 働き方改革第2ステージのポイント

 サステナビリティ説明会を開催した背景

 人材獲得における工夫

現場を意識した「有言実行」の諸施策の推進
p.80
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外部環境の変化への対応
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企業価値算定式

外部環境の変化への対応

企業価値の向上

資本コストの低減 成長率の向上

創出価値の拡大

持続的な価値創造の原動力
（資本の総和）

持続的な成長を支える取組み・体制 中長期的な価値創造への布石

短期目標の達成

「外部環境の変化への対応」という切り口では、企業価値算定式における「資本コストの低減」と
「成長率の向上」のコンテンツの中で、当社の具体的な対応等を解説

三方よし、強み、非財務資本、
財務・資本戦略 他

気候変動、人権等、
人材戦略、ガバナンス 他

決算実績・計画
過去の中期経営計画レビュー 他

ビジネスモデル変革の事例 他

p.10



14

ロシア・ウクライナ問題による地政学リスクの顕在化

サプライチェーンの混乱や資源価格高騰

コロナ後を見据えた新たな生活様式や働き方の浸透

日本政府による新たなGHG排出量削減目標の表明

これまでにない不透明な経営環境に加え、企業に対して、多様性の向上・

ガバナンスの強化・サステナビリティへの対応が従来以上に求められるようになった

2021年度に起きた外部環境の変化

改訂コーポレートガバナンス・コードの公表
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PEST分析（2030年までのマクロ環境要因）

企業価値

資本コスト 成長率

創出価値

p.76

不透明な経営環境やESGの潮流を俯瞰して分析

マクロ環境要因が影響を

与える非財務資本を特定

各マクロ環境要因

について当社が考える

2030年までのリスクと

機会の影響度を図示
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「商人型」ビジネスモデル

 外部環境の変化を先んじて捕捉することで、

「リスク」を防ぐと共に「商い」を創出している

PEST分析

外部環境・
リスクへの対応

商いの創出

リスク 機会

外部環境
（マクロ）を
俯瞰して分析

p.22



17

ロシア・ウクライナ問題による地政学リスクの顕在化

サプライチェーンの混乱や資源価格高騰

コロナ後を見据えた新たな生活様式や働き方の浸透

日本政府による新たなGHG排出量削減目標の表明

改訂コーポレートガバナンス・コードの公表

2021年度に起きた外部環境の変化やリスクへの対応

①事業等のリスクへの対応

③人材戦略

②気候変動に関する考え方・取組み

④女性活躍推進委員会

PEST分析

外部環境・
リスクへの対応

商いの創出

リスク 機会
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①事業等のリスクへの対応

地政学リスクやサプライチェーンの混乱に加え、原材料価格・物流コストの高騰を含むインフレ等、
複数の懸念要因が混在しており、その対応方針も記載

企業価値

資本コスト 成長率

創出価値

p.78

 足元の外部環境を踏まえ、

市場からの関心が高い

3つのリスクを詳細に解説
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②気候変動に関する考え方・取組み

企業価値

資本コスト 成長率

創出価値

 コミットメントとして掲げた

一般炭権益の売却を着実

に推進

 化石燃料事業・権益からの

GHG排出量の

「2018年度比50%削減」

を前倒しで達成

p.89

 長期目標実現のための

ロードマップ策定を検討中
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②気候変動に関する考え方・取組み～TCFD提言に基づく開示の拡充（1）～

 TCFDの重要性に鑑みて、開示を充実

 TCFD個別ガイダンスが要求するレベル

を満たす開示

p.87

監督機能と執行機能の連関を図示

企業価値

資本コスト 成長率

創出価値
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②気候変動に関する考え方・取組み～TCFD提言に基づく開示の拡充（2）～

p.88
シナリオ分析の詳細を記載

分析対象事業を拡大中。

鉄鉱石、化学品、自動車、

飼料・穀物を23年度に開示予定

4℃シナリオにより物理リスクも分析

企業価値

資本コスト 成長率

創出価値
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②気候変動に関する考え方・取組み～削減貢献 クリーンテックビジネス～

p.89

企業価値

資本コスト 成長率

創出価値

削減貢献に資するクリーンテックビジネス

に関する具体的な目標を掲載

カンパニーページにおいて

各カンパニーの「SDGs」への貢献・

取組強化の具体例を紹介
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その他ESG関連～人権関連情報の開示の拡充（1）～
p.90

人権関連情報も開示を充実

人権DDについては、20・21年度に

実施した食料・金属の内容を掲載

 22年度は繊維で実施中

企業価値

資本コスト 成長率

創出価値
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その他ESG関連～人権関連情報の開示の拡充（2）
p.91

責任ある調達のため、個別方針を

作成している商材の一覧を掲載

 JaCER（一般社団法人ビジネスと

人権対話救済機構）という

対話救済プラットフォームに加盟

実施状況・件数が視覚的に
伝わりやすいよう、地図にして掲載

企業価値

資本コスト 成長率

創出価値
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③人材戦略

企業価値

資本コスト 成長率

創出価値

p.92

 エンゲージメントサーベイの

結果を踏まえた新たな

人事施策や労働生産性

向上による企業価値の

拡大を生み出す人材戦略の

好循環を解説
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④女性活躍推進委員会

企業価値

資本コスト 成長率

創出価値

p.96

 女性活躍推進委員会

（取締役会の任意諮問委員会）

における議論を具体的に解説
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「自己変革力」をキーワードとするビジネスモデルの変革

企業価値

資本コスト 成長率

創出価値

ビジネスモデルの変革に活用している非財務資本の組合せ

具体的なビジネスモデルの変革事例を詳細に解説

p.61

p.35
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CITIC／CPグループとの長期的な取組みの中での具体的な成果の提示

上場グループ会社の保有・買増し等に関する継続議論及び説明

経営陣の後継者計画に関する議論の提示

Scope3の開示に関する考え方の説明

2023年以降の課題

不透明な経営環境下におけるキャッシュ・アロケーションの考え方
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